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そうま市議会だより

令和４年２月１日号

審議結果委員会活動報告

12
月
定
例
会
の
審
議
結
果

議案
番号 件           名 審議結果

９２
相馬市特定事業活動振興計画におけ
る固定資産税の課税免除に関する条
例の制定について

原案可決

全会一致

９３
相馬市新産業創出等推進事業促進計
画における固定資産税の課税免除に
関する条例の制定について

原案可決

全会一致

９４ 相馬市税特別措置条例の一部を改正
する条例について

原案可決

全会一致

９５

相馬市原子力発電施設等立地地域指
定による固定資産税の不均一課税に
関する条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決

全会一致

９６
相馬市復興産業集積区域における固
定資産税の課税免除に関する条例の
一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

９７

相馬市地方活力向上地域における固
定資産税の課税免除及び不均一課税
に関する条例の一部を改正する条例
について

原案可決

全会一致

９８ 相馬市国民健康保険条例の一部を改
正する条例について

原案可決

全会一致

９９ 相馬市保育士等奨学資金貸与条例の
一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

１００ 農用地等災害復旧工事（堤入溜池）
変更請負契約の締結について

原案可決

全会一致

１０１ 財産の取得について
原案可決

全会一致

１０２ 市の境界変更について
原案可決

全会一致

１０３ 字の区域の変更について
原案可決

全会一致

１０４ 令和３年度相馬市一般会計補正予算
（第６号）

原案可決

全会一致

議案
番号 件           名 審議結果

１０５ 令和３年度相馬市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

１０６ 令和３年度相馬市介護保険特別会計
補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

１０７ 令和３年度相馬市下水道事業会計補
正予算（第４号）

原案可決

全会一致

１０８ 市長等の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

１０９
教育長の給与、勤務時間その他の勤
務条件等に関する条例の一部を改正
する条例について

原案可決

全会一致

１１０
議会議員の議員報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例について

原案可決

全会一致

１１１ 相馬市職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決

全会一致

１１２
相馬市一般職の任期付職員の採用及
び給与の特例に関する条例の一部を
改正する条例について

原案可決

全会一致

１１３ 令和３年度相馬市一般会計補正予算
（第７号）

原案可決

全会一致

１１４ 令和３年度相馬市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

１１５ 令和３年度相馬市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

１１６ 令和３年度相馬市介護保険特別会計
補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

１１７ 令和３年度相馬市光陽地区造成事業
特別会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

１１８ 令和３年度相馬市下水道事業会計補
正予算（第５号）

原案可決

全会一致

委
員
会
活
動
報
告
総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
は
、
定
例
会
及
び
閉
会
中
に
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
す
る
市
の
事
業
に
関
し
て
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
12
月
定
例
会
中
の
調
査
事
項
の
一
部
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総　

務
】

「
職
員
の
労
務
管
理
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
」

　

職
員
の
労
務
管
理
に
つ
い

て
、
超
過
勤
務
時
間
が

100
時

間
以
上
に
な
る
と
医
師
の
面

談
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
80
時
間
を
超
え
た
場
合

は
、
本
人
の
希
望
で
医
師
と

面
談
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

超
過
勤
務
の
実
態
と
し

て
、
4
月
に
お
い
て
は
、
税

務
課
が
非
常
に
多
く
、
一
人

当
た
り
約

133
時
間
の
超
過
勤

務
を
行
っ
て
お
り
、
通
常
業

務
の
他
、
2
月
の
地
震
の
罹

災
調
査
が
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
５
月
に
お
い
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
関
係
で
多
く

な
っ
て
お
り
、
続
い
て
税
務

課
、
農
林
水
産
課
が
災
害
対

応
で
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
落

ち
着
い
た
こ
と
に
よ
り
、
全

体
的
に
減
少
し
て
い
た
が
、

年
の
後
半
は
建
築
課
（
災
害

対
応
）、
選
挙
管
理
委
員
会

（
選
挙
対
応
）、
生
涯
学
習
課

（
イ
ベ
ン
ト
対
応
）
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
超
過
勤
務
に
よ
る
職
員

の
体
調
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
．
超
過
勤
務
が
継
続
す
る

こ
と
で
、
精
神
的
、
肉
体
的

に
体
調
を
崩
し
、
精
神
科
医

に
よ
り
超
過
勤
務
の
制
限
を

受
け
た
職
員
な
ど
も
い
る

が
、
そ
う
い
っ
た
場
合
は
所

属
長
と
本
人
で
面
談
の
上
、

医
師
の
指
示
通
り
対
応
し
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
復
調

し
た
職
員
も
い
る
。

　

な
お
、
今
現
在
、
超
過
勤

務
に
よ
る
不
調
で
休
ん
で
い

る
職
員
は
い
な
い
。

〈
そ
の
他
の
所
管
事
務
調
査
〉

・
情
報
発
信
の
伝
達
媒
体
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
】

「
災
害
公
営
住
宅
及
び
分
譲

地
の
売
払
い
状
況
と
今
後
の

管
理
体
制
に
つ
い
て
」

　

災
害
市
営
住
宅
の
払
下
げ

は
、
被
災
者
を
対
象
に
平
成

30
年
度
か
ら
災
害
市
営
住
宅

９
団
地
の
う
ち
３
団
地
で
実

施
し
て
お
り
、
程
田
明
神
前

団
地
20
戸
、
細
田
東
団
地
46

戸
、
山
信
田
団
地
21
戸
の
合

計
87
戸
が
完
了
し
て
い
る
。

ま
た
、
３
世
帯
か
ら
新
た
に

再
払
下
げ
の
希
望
が
あ
り
、

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
空
き
住
宅
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
７
月
よ
り

一
般
市
営
住
宅
と
同
様
に
公

募
を
行
っ
て
い
る
。

　

分
譲
宅
地
に
つ
い
て
は
、

当
初
被
災
者
向
け
に
整
備
し

た
住
宅
団
地
に
つ
い
て
、
移

転
希
望
者
の
意
向
変
化
に

よ
っ
て
、
空
き
区
画
が
発
生

し
た
た
め
、
令
和
３
年
３
月

15
日
か
ら
分
譲
対
象
者
を
一

般
の
方
に
も
拡
大
し
て
い

る
。
現
在
、
空
き
区
画
は
狐

穴
団
地
の
２
区
画
と
な
っ
て

い
る
。

　

空
き
区
画
に
つ
い
て
、
今

後
、
年
に
数
回
の
草
刈
り
を

実
施
し
て
い
く
。

Ｑ
．
災
害
市
営
住
宅
に
つ
い

て
、
再
払
下
げ
の
要
望
が
出

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ
．
払
下
げ
は
国
の
承
認
が

必
要
で
あ
り
、
必
ず
対
応
で

き
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
で

き
る
だ
け
払
下
げ
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
．
管
理
に
関
す
る
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
．
払
下
げ
対
象
外
の
災
害

市
営
住
宅
６
団
地
に
つ
い
て

も
、
払
下
げ
の
要
望
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
調
査
の

上
、
再
編
な
ど
、
今
後
の
方

針
を
検
討

し
て
い
く
。

【
文
教
厚
生
】

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
け
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
状
況

と
管
理
の
課
題
に
つ
い
て
」

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
は
、
各
校
と

も
１
日
平
均
２
、
３
コ
マ
の

授
業
で
活
用
し
て
い
る
。
授

業
に
お
い
て
は
教
材
や
資
料

の
掲
示
だ
け
で
な
く
、
学
習

者
が
考
え
を
共
有
し
た
り
、

互
い
の
考
え
を
比
較
検
討
し

た
り
す
る
場
面
で
の
活
用
が

増
え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

特
別
活
動
や
学
校
行
事
等
に

も
活
用
す
る
事
例
が
増
え
て

い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
①
プ

レ
ゼ
ン
力
の
向
上
、
②
情
報

活
用
能
力
の
向
上
、
③
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
基
礎
ス
キ
ル
の
向

上
と
い
っ
た
効
果
が
見
ら
れ

て
い
る
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
学
校
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

常
時
保
管
し
、
中
学
校
に
お

い
て
は
、
個
人
ご
と
に
Ｉ
Ｄ

及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
を
割
当

し
、
生
徒
間
の
情
報
伝
達
等

も
特
定
で
き
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
小
学
校
に
お
い
て

は
、
個
人
割
当
で
は
な
く
共

有
で
管
理
し
て
い
る
。

　

今
後
、
端
末
の
活
用
が
進

む
に
つ
れ
て
、
管
理
者
側
で

管
理
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ

て
く
る
た
め
、
家
庭
と
の
連

携
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
て
い
る
教
科
に
つ
い
て

問
う
。

Ａ
．
教
科
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

指
導
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
活
用
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
算
数
で
あ
れ
ば
実
際
に

図
形
を
動
か
し
た
り
、
理
科

や
社
会
な
ど
で
は
動
画
や
情

報
を
見
た
り
な
ど
、
積
極
的

に
活
用
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
所
管
事
務
調
査
〉

・
学
校
給
食
に
お
け
る
食
材

の
調
達
状
況
と
課
題
に
つ
い

て

12 月臨時会の概要
　令和３年 12 月 20 日に臨時会を開催し、市長
提案の一般会計補正予算１件を議決しました。

　今回の補正予算では、子育て世帯臨時特別給
付金を一括支給するための費用として２億６，
１６０万円を増額しました。

　本会議では、給付金 10 万円を一括現金支給
することになった理由について、質疑を行いま
した。

議案
番号 件           名 審議結果

１１９ 令和３年度相馬市一般会計補正予算
（第８号）

原案可決

全会一致

１月臨時会の概要
　令和４年１月 11 日に臨時会を開催し、市長
提案の一般会計補正予算１件を議決しました。

　今回の補正予算では、住民税非課税世帯等へ
の臨時特別給付金等を支給するための費用とし
て４億２，４３４万１，０００円を増額しまし
た。

　本会議では、事業の内容や財源について、質
疑を行いました。

議案
番号 件           名 審議結果

１ 令和３年度相馬市一般会計補正予算
（第９号）

原案可決

全会一致


